
■平成２７年度■平成２７年度■平成２７年度■平成２７年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・比
較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

1

教
育
総
務
課

統合に伴い閉校する境町小、黒川
小、金沢小における閉校式典の実
施

Ｂ

該当校における児童、保護
者を含む地域住民の皆さ
んが深く心に残る式典の開
催

開催日など白紙の状態 平成２８年３月末まで

永く地域におけるシンボルとして
存在した小学校が閉校されるこ
とに伴い、長年親しんだ学び舎
に感謝の気持ちを表し、これま
で育んできたさまざまな思い出
が児童や地域の方々の心の中
に深く刻まれる式典とするもの。

・ ５月　対象校に対する説明
　　　　  希望期日の取りまとめ
・ ６月　実行委員会の発足
・11月　案内者の確定
・12月　案内状の送付
・ ２月　閉校式典
・通年　該当校や実行委員会と
           の協議

・５月　対象校に対する説明
　　　　希望期日の取りまとめ
　　　　実行委員会の発足
・９月　案内者の確定
・随時　該当校や実行委員会と
           の協議

・１０月　案内状の送付
・１１月　案内者の取りまとめ
・１２月　５日(土)境町小閉校式典
　　　　 １２日(土)黒川小閉校式典
　　　　 １９日(土)金沢小閉校式典
・随時　該当校や実行委員会と
           の協議

・１２月　５日(土) 境町小閉校式典
　　　　 １２日(土) 黒川小閉校式典
　　　　 １９日(土) 金沢小閉校式典

・  ５月　対象校に対する説明
　　　　  希望期日の取りまとめ
　　　　  実行委員会の発足
・  ９月　案内者の確定
・１０月　案内状の送付
・１１月　案内者の取りまとめ
・随 時　該当校や実行委員会との協
議

永く地域におけるシンボルとして存在した
小学校が閉校されることに伴い、長年親
しんだ学び舎に感謝の気持ちを表し、こ
れまで育んできたさまざまな思い出が児
童や地域の方々の心の中に深く刻まれる
式典とすることができた。

2

教
育
総
務
課

老朽化が進む学校を計画的に整備
するための長寿命化計画の策定

Ａ
学校施設の長寿命化を図
るための計画策定

なし 平成２８年３月末まで

昭和４０年代後半から５０年代に
かけて建築され、築後   ３０年を
超えて傷みが激しい学校におけ
る長寿命化計画の策定。子ども
たちにとって公平で良好、安心
安全な学校とするもの。

・ ５月　策定委員の選任等
          各学校の目視確認ほか
・ ６月　策定委員会の発足
　        協議開始
・ ３月　長寿命化計画の策定

・５月　各校の目視確認ほか調査中
・７月　素案の検討開始

・１１月　策定委員会の発足
　　　　　協議開始
・ ３月　長寿命化計画の策定

・ ３月　長寿命化計画を策定
・５月　各校の目視確認ほか調査
・７月　素案の検討開始

昭和４０年代後半から５０年代にかけて建
築され、築後３０年を超えて傷みが激しい
学校における長寿命化計画を策定。国の
長寿命化事業を実施するにはこれが必須
であり、来年度はこれに伴う実施計画を
策定し、安心安全な学校整備を図ってい
く。

3

教
育
総
務
課

横手地区小学校統合事業である横
手北小学校の建設と開校
（平成28年4月開校予定、境町小・
黒川小・金沢小の統合校）

Ａ

①建設工事
②開校準備
③事業内容の説明
   （PTA、住民）

①②③
前年度より継続実施

平成２８年３月末まで

①校舎等工事完成を目指す
②教育課程編成など開校に必
　要な諸準備を終えるもの。
③開校準備の進捗状況を説明
　して理解を得るもの。

①校舎等の建設工事
　H26/8月に校舎等建設工事請負
　契約締結済み
②開校準備委員会において協議
　H26/6月に設置、随時実施中
③PTA、住民に対しての説明会を
　随時開催

・９月末時点　工事進捗率約６割
・６月　開校準備委員会を開催
・４月、７月、８月　保護者説明会を
開催

・３月　工事完成
・１１月　開校準備委員会を開催
・１２月、２月　保護者説明会を開催
・１月　住民に対し開校準備状況の
チラシを配布

①建設工事
　 3月 7日　建設工事完成
　 3月11日　校舎引渡
②開校準備
　 6月1日、11月18日　開校準備
　 委員会
　 11月　校歌完成
③進捗状況の説明（PTA、保護者）
　 説明会 4、7、8、12月　計17回
　 8月30日 未就学児保護者説明会
   2月11日 入校・入学説明会

①建設工事に関する打合せを定期的
に行い、工事内容・進捗状況等を監督
した。
②関係各校と連絡調整のうえ開校準
備委員会等を開催し、開校に向けた
諸準備を行った。
③関係小学校児童、未就学児童の保
護者に対し、進捗状況の説明を行っ
た。

工期内に建設工事が完成し、滞りなく開
校準備を進めるとともに、保護者の理解
が得られ、平成28年4月1日の開校を迎え
る運びとなった。

4

教
育
総
務
課

山内中学校統合事業の準備
（平成30年4月統合予定、山内中を
横手南中に編入）

Ｂ
住民やPTAなどに対する情
報提供

統合に対する理解は得
ている。

平成２８年３月末まで
統合準備の進捗状況を説明し、
スムーズな統合を目指すもの。

・住民やPTAなどに対する説明
　会を随時開催
・必要に応じてチラシの全戸配布
　による周知

・４月　地域住民向けチラシを全戸
　　　　配布
・７月　山内小学校ＰＴＡにて保護
　　　　者への説明

・１１月　山内地域区長会にて説明
・9月29日　スクールバス運用協議
・11月18日　区長連絡会議で説明

・区長連絡協議会では、スクールバス
運用の検討状況や、山内中学校主導
による統合へ向けた取り組みなどの
説明を行った。

・平成28年度から女子制服を横手南中学
校仕様に変更することや横手南中学校と
の交流活動等、山内中学校の主導により
統合に向けた諸準備に取り掛かってい
る。

5

教
育
総
務
課

十文字地域小学校統合事業の推進
（平成33年度までに統合予定、十文
字第一小・十文字第二小・植田小・
睦合小の統合校）

Ａ

①用地選定・農振除外協
　 議
②敷地造成測量設計
③地質・物件調査
④基本・実施設計
⑤住民・PTA説明

①3つのエリアが候補
 　地となっている。
②未実施
③未実施
④未実施
⑤統合に対する理解
　 は得ている。

平成２８年３月末まで

①候補地から用地を選定
②③業務委託の実施・完了
④基本設計の実施・完了
⑤統合に関する進捗状況を説
　明し、理解を深めるもの。

①用地交渉及び農振除外に伴う
　 関係部署との協議
②敷地造成測量設計業務委託
   発注
③地質・物件調査業務委託発注
④基本・実施設計業務委託発注
⑤住民・PTA説明会において説
   明、全戸配布による周知

・４月　地域住民向けチラシを全戸
　　　　配布
・４月～　候補地の検討、関係者へ
　　　　　　の説明
・６月　農振除外方法の変更確認、
　　　　 旧統合検討委員会への状
　　　 　況説明
・８月　十文字西地区住民説明会

・１０月　十文字地域住民説明会
 （一小学区、二小学区、西地区）
・農振除外方法の変更により、平成
２８年度以降でも農振除外が可能と
なったことから、第２次総合計画に
位置付け財政計画調整を行い、平
成２８年度の事業スタートを目指し、
今後、理解を得ていく。

・10月13日　一小学区住民説明会
・10月15日　二小学区住民説明会
・10月21日　西地区住民説明会
・1月19日　新旧統合検討委員説明
　　　　　　　意見聴取会

・年度途中で、事業スタートが平成28
年度に変更となったこともあり、3つの
候補地エリアのほかに第一小学校周
辺案が出され、下半期に再度、建設
地の検討を行った。

・これまでに実施した説明会や意見聴取
会の内容を踏まえ、建設地を「十文字中
学校周辺」に決定し、平成33年度の開校
に向け、平成28年度より事業着手するこ
とになった。

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標達成の状況【output・input】目標に対する活動（上半期レビュー）目標の内容

教育総務部　教育総務課教育総務部　教育総務課教育総務部　教育総務課教育総務部　教育総務課 組織目標管理シート組織目標管理シート組織目標管理シート組織目標管理シート
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成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・比
較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

1

文
化
財
保
護
課

後三年合戦関連遺跡の調査 A

国指定史跡へ向けた金沢
柵推定地（金沢城跡）の内
容解明

・陣館遺跡の頂上平場
で、国史跡大鳥井山遺
跡と類似した格式の高
い「四面庇付掘立柱建
物跡」が確認された。

・陣館遺跡の斜面部で
は、建物跡に続く道路
跡と補修跡の「波板状
凹凸」が確認された。

年度末

・金沢柵推定地の金沢城跡西の
丸（安本館）において、昭和40年
代に試掘調査で確認された庇
付堀立柱建物跡の再調査と構
築時期などの検証を行い、金沢
柵の特定を目指す。

・金沢城跡西の丸（安本館）遺跡発
掘調査（5月～9月）

・発掘調査現地説明会の開催（8月）
　
・後三年合戦関連遺跡整備指導委
員会・検討会の開催（年2回）

・金沢城跡西の丸（安本館）遺跡発
掘調査（6/15～10月中旬）
　500基以上の柱穴と白磁碗皿等を
確認

・発掘調査現地説明会（9/26）
　100名参加

・発掘調査に係る後三年合戦等史
跡検討会委員による現地指導
（9/17）

■課題
　建物跡遺構の確実な把握と検証

■取組予定：
・発掘調査報告書の刊行（3月）
・後三年合戦等関連遺跡整備指導
委員会・検討会の開催（3月）

　発掘調査の結果、遺構は、900基
を超える柱穴と10棟以上の建物
跡、板塀跡、溝跡、遺物は、中国産
染付皿、白磁碗、青磁碗、瀬戸美
濃大窯丸皿、碁石、古銭などを確認
した。
 金沢柵の特定に向け大きな成果が
あった。

・金沢城跡西の丸（安本館）発掘調査
（6月15日～10月26日）調査面積140㎡
・文化庁調査官現地指導（9月9日）
・後三年合戦史跡検討会（9月17日）
・金沢城跡発掘調査現地説明会（9月
26日）100名参加
・後三年合戦史跡整備指導委員会・検
討会の開催（3月16日）

　発掘調査前に地権者宅を訪問して
協力をお願いするとともに、丁寧な説
明を心がけた。

・確認された建物跡の内１棟は、四面に庇
を持つと想定される梁行3間×桁行3間を
身舎とする掘立柱建物跡で、陣館遺跡で
確認された四面庇付掘立柱建物跡と同規
模である。立地からみると大鳥井山遺跡
の四面庇付掘立柱建物跡との共通点が
ある。今後十分な検証をし、阿弥陀堂の
可能性も含めて時期の検討を進める。
・陣館遺跡総括報告書の刊行

2

文
化
財
保
護
課

後三年合戦素材の普及活動 A
まちづくりの財産としての
後三年合戦と合戦関連遺
跡の活用

26年度実績
①沼柵公開講座
 　参加人数：160人
②後三年合戦シンポジ
ウム
 　参加人数：220人
　　　　　　　　(25年度）
③金沢柵公開講座
　 参加人数：230人

年度末

①後三年沼柵公開講座
   参加人数　200人
②後三年合戦シンポジウム
 　参加人数：300人
③後三年金沢柵公開講座
 　参加人数：300人

・研究者との情報交流を通し、
最新の研究成果を交換しあう。

○後三年合戦に関わる公開講座等
を開催し、最新の研究動向や発掘
調査の成果の報告、発表を行う。

①沼柵公開講座（7月）
　 会場　雄物川コミュニティセンター
   内容　基調講演　発表　座談会
　　　　　 郷土資料館との連動
②後三年合戦シンポジウム（10月）
   会場　市役所条里南庁舎講堂
　 内容　基調講演　討議
　　　　　 2日間にわたって開催
③金沢柵公開講座（3月）
   会場　美郷町まなびおん美郷
   内容　基調講演　座談会
　　　　　 バスの現地見学を併催

上記のほか後三年合戦関連の地域
イベント、講演依頼等へ対応する。

①沼柵公開講座（8/2）
　会場　雄物川コミュニティセンター
　　　　　雄物川郷土資料館
　内容　「清原氏と平安のかがみ-
　　秋田県の鏡像と後三年合戦-」
　　参加者213人
　　報告1本、講演1本、座談会
①関連　雄物川郷土資料館特別展
(7/25～10/12）
　内容  「清原氏と平安のかがみ-
　　全二十一面勢ぞろい-」

・秋田県郡市監査委員講演（4/16）
・平鹿中学校講演（5/11）
・朝倉小学校大鳥井山遺跡解説
（5/27）
・放送大学秋田校講演（6/19）
・美郷町観光ガイド講習（6/29）
・平泉小学校・大雄小学校児童交流
会（7/30・31）
・青山学院大学考古学実習（8/5～
12）

■課題
後三年合戦関連遺跡の活用と普及

■取組予定
②後三年合戦シンポジウム
（12/19・20）
　会場　市役所南庁舎講堂
　内容　「歴史まちづくりと都市
　　計画」
  　報告1本、講演2本、基調講演
    1本、討議
③金沢柵公開講座（3月）
　会場　美郷町まなびおん美郷
　美郷町との連携事業として開催

・後三年合戦関連講演依頼等への
協力

①沼柵公開講座「清原氏と平安の
かがみ」「秋田県の鏡像と後三年合
戦」
日時　8月2日
会場　雄物川コミュニティセンター
人数　213人
内容　報告1本、講演1本、座談会
②後三年合戦シンポジウム「まちを
作った先人と史跡を活用したまちづ
くり」
日時　12月19日・20日
会場　横手市条里南庁舎講堂
人数　300人
内容　報告1本、基調講演2本、特
別別講演1本、シンポジウム
③金沢柵公開講座「続縄文土器・古
代の山城・後三年合戦」
日時　3月12日
会場　美郷町まなびおん美郷
人数　280人
内容　報告2本　基調講演2本、特
別講演2本
③関連 後三年合戦金沢資料館特
別展「清原時代のほとけたち－黒
仏と観音寺十二神将－」　シャトル
バス巡回　人数79人
・青山学院大学考古学実習（8/5～
12）
・秋田県郡市監査委員講演等計12
回

①沼柵公開講座沼柵公開講座沼柵公開講座沼柵公開講座
雄物川資料館の特別展示に合わせ、
県内平安期の鏡と清原氏との関係に
ついて、清水健氏（奈良国立博物館）
や高橋学氏（県埋蔵文化財センター）
を迎えて開催。
②後三年合戦シンポジウム後三年合戦シンポジウム後三年合戦シンポジウム後三年合戦シンポジウム
史跡を活用したまちづくりについて、
白根靖大氏（中央大学教授）や根岸洋
氏（国際教養大学助教）岩井浩介氏
（弘前市教育委員会）、佐々木健策氏
（小田原市役所）、八重樫忠郎氏（平
泉町）を迎え、2日間にわたって開催。
③金沢柵公開講座金沢柵公開講座金沢柵公開講座金沢柵公開講座
美郷町との連携事業。金沢城跡安本
館の発掘成果の報告や続縄文土器
や、古代の山城、後三年合戦に関す
る最新の研究成果について、樋口知
志氏（岩手大学教授）、八木光則氏
（岩手大学平泉文化センター客員教
授）、岩井浩人氏（青山学院大学助
教）、室野秀文氏（盛岡市教育委員
会）を迎えて開催。

・ホームページや市報、ＦＭラジオ等で
開催の周知を行った。また、後三年合
戦関連の地域イベントや講演依頼等
についても協力した。

・公開講座やシンポジウムは、2日間にわ
たる開催や資料館事業とのタイアップで
実施するなど工夫をこらし、目標の基準値
を大きく上回り、目標値とほぼ同数の793
人の来場者があった。後三年合戦に関連
する史跡への関心の高まりを感じさせた。
・最新の研究動向や発掘調査で明らかに
なった成果を報告することで、新聞各紙に
も大きく取り上げられ情報発信についても
成果があった。
・歴史とまちづくりの観点から、史跡の活
用で成果を上げている弘前市、小田原市
からの基調講演は今後の横手市の歴史
まちづくりにおいて、とても参考になる内
容であった。

3

文
化
財
保
護
課

増田地区
伝統的建造物群保存対策事業

A

25年末に重伝建に選定さ
れた増田地区の街並み整
備を行政と住民で進める。
・詳細調査の完了
・防災計画策定の準備
・復元・修景・修繕の対応
・都市計画課等との連携

・詳細調査
　　　　初年度調査終了

・防災計画策定調査
　　　　初年度調査終了

年度末

・ 詳細調査を基に国に提出する
レベルの報告書を完成する。
・防災計画策定のための事前調
査を終了し報告書を完成する。
・改修等申請への対応は、基準
に沿う指導と許可を実施する。
・ 都市計画課の事業について、
文化財的価値を損なわないよう
協議する。

・現地調査に同行し、研究機関と住
民の調整など効果的なサポートを
行う。

・防災計画確定委員会を適切な時
期に開催し運営する。

・改修等申請への適切な指導と許
可等の作業を行う。

・詳細調査
　奈良文化財研究所による調査
    5/12～5/15，7/28～7/31
・防災計画策定委員会
　　7/24　地域住民との懇談会
　　7/25　第四回委員会
・現状変更　4月～9月　14件許可
・都市計画課の街なみ環境整備事
業で行う国登録有形文化財「旧杏
華堂石田医院座敷蔵」の修復につ
いて協議を実施

■課題
・詳細調査のとりまとめ
・防災計画策定のための防災対
　策のとりまとめ
・「旧杏華堂石田医院座敷蔵」修復
事業完了

■取組予定：
・詳細調査報告書の発行（3月）
・防災対策調査とりまとめ（3月）
・「旧杏華堂石田医院座敷蔵」修復
事業完了(11月）

.・増田伝統的建築物詳細調査完了
し報告書を取りまとめた。

・防災計画策定のための防災対策
についてとりまとめを終了し、計画
案について了承された。

・「旧杏華堂石田医院座敷蔵」修復
事業が完了し、完了届を提出した。

・奈良文化財研究所により4回（5月・7
月・11月・2月）に現地調査を行い3月
に報告書を取りまとめた。

・歴史まちづくり課と連携し、3回（7月・
10月・3月）に防災計画策定委員会を
開催し。調査結果と計画の内容の検
討を行った。

・都市計画課及び建築住宅課と連携
し、県文化財保護室の指導を受けな
がら、修復を行った。

・詳細調査行うことで主要な２つの建物に
ついてその価値を明らかにすることがで
き、今後の管理等の在り方を検討する基
礎ができた。

・外壁等の延焼性能試験を平成28年度に
行い、その結果を含め地区の防災計画を
決定し、具体的な防災事業に取り掛かる
ことができるようになった。

・「旧杏華堂石田医院座敷蔵」の文化財的
価値を損なうことなく、当初の状態に近づ
ける修復ができ、増田地区の入り口のラ
ンドマークとして親しまれることが期待さ

4

文
化
財
保
護
課

「横手を学ぶ郷土学」の創設 A

小中学生が、横手市全体
の歴史・文化・伝統を総合
的に学ぶことができる体制
を作る。

総合学習等で地域毎に
郷土についての学習を
進めている。

年度末
・全市を対象とする「横手を学ぶ
郷土学」の進め方を示す指導計
画を作製する。

・「横手を学ぶ郷土学」創設のため
の検討会を設置し運営する。

・教職員、市職員によるのべ14人程
度の先進地視察を実施する。

・教職員の研修会を開催する。

・検討会
   4/21　第一回検討会　　教育長、
教育指導部長、教育指導課、文化
財保護課、教員参加

　関連事業
・後三年合戦勉強会
　　平鹿中学校講演（5/11）
　　平泉小学校・大雄小学校児童交
　　流会（7/30・31）

■課題
・来年度のテキスト制作のために、
構成を決定し、資料・素材を収集

■取組予定：
・検討会の開催
・素材・資料の収集

・平成28年度からの事業の方向性
を決め、総合テキスト作成について
着手した。

・検討会を開き今後の方針を決めた。
・後三年合戦関連の勉強会を開いた。
・テキストに掲載される文化財の一覧
案の作製と文化財写真の収集を行っ
た。

平成28年度からのスムーズな事業展開の
準備ができた。

教育総務部　文化財保護課教育総務部　文化財保護課教育総務部　文化財保護課教育総務部　文化財保護課 組織目標管理シート組織目標管理シート組織目標管理シート組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】



■平成２７年度■平成２７年度■平成２７年度■平成２７年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・比
較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

1

図
書
館
課

読書等に関する政策立案・他機関
との連携を積極的に行い、幼児から
高齢者まで幅広い市民の「読む・知
る」を支援できる体制をつくる。

Ａ

中央図書館の名称で一本
化されていた、政策立案を
担う図書館課（行政機関）と
図書館の業務分担を明確
にし、次の事業計画の素地
をつくる。

子どもを対象に、平成２
６年４月「子ども読書活
動推進計画」スタートさ
せているが、「本に関わ
る施策」＝「本を持って
いる図書館」と誤認さ
れ、様々な部所の協力
が得にくい。

年度末まで

平成28年度予算要求時まで
・図書館課と図書館の業務分担
の見直し
・「読書支援センター」の設立準
備

・業務分担見直し
　図書館課及び各図書館職員の
            検討会を月1回開催する。
・読書支援センター設立について
　　　９月政策会議に提案
　　　Ｈ28.１月設立準備スタート
　　　Ｈ28.４月センター運用開始

・業務の分担の見直しはほぼ終了
　　人員配置と事務スペース両方の
　不足を補うため、一部図書館業務
　を図書館課に残す、担当館以外
　の館での執務等を余儀なく行って
　いる。
・読書支援センター設立
　　内部検討中

・読書支援センター設立について
　　　１０月政策会議に提案
　　　Ｈ２８.１月設立準備スタート
　　　Ｈ２８.４月センター運用開始

・業務の分担の見直しは終了
・当面、図書館課の業務内で「読書
支援センター」業務を行い、人事配
置、予算等の精査を行うこととした。

・ファイリング基準の見直しと、予算措
置の科目の整理により、人員を補うた
め、一部図書館業務を図書館課で、
図書館課の業務を大森図書館での実
施。
・横手図書館を横手市立6図書館の代
表館と位置づけ、対外的な図書館関
連事業にあたることとした。

・図書館が、図書館法の趣旨に基づき自
主的にサービスを展開できる環境が整備
され、利用の増加につながった。

2

図
書
館
課

市民読書活動推進の啓発 Ａ
市民読書習慣の拡大のた
めのロードマップとなりうる
宣言・計画等の作成検討

全年代の市民を対象に
したものはない。
（子どもの読書活動は
周囲の大人の読書習慣
の影響も大きい。）

平成２７年７月 作成文書の種類を決定する。

６月 図書館協議会で意見を
                               拝聴する。
７月 種類決定､
　　　以後のタイムスケジュール作
成
　　　素案作成開始

内部検討用素案作成中
１１月図書館協議会へ郵送にて意
見徴収

・次年度以降に再検討 ・複数案を作成

・想定外の他事業（増田図書館移転）によ
り作業が遅れ年度内に図書館協議会の
意見聴取ができなかった。
・新年度からスタートする市の総合計画を
勘案し、先ずは課内で再検討する。

3

図
書
館
課

学校図書館支援の拡充 Ｂ
学校司書の資質向上
中学校支援の強化

・学校司書対象県立図
書館出前研修　年１回
・中学校への定期団体
貸出　２館２校

年度末まで

・市独自の学校司書研修会　4
回
・中学校への定期団体貸出　4
館4校

・学校司書研修
　５月　学校及び図書館と調整、
                            日程決定
　６月学校司書へのアンケート実施
　　　　          により研修項目決定
・中学校支援
　４月　明峰中・山内中に提案
　５～６月　１回目貸出実施

・学校司書研修
　教育指導係と内容を検討
　（アンケート中止）
・中学校支援開始
　北中　明峰中・山内中配本開始
　　（５館５校実施）

・学校司書研修
　１回目　１１月
　２、３回目１～２月

・学校司書研修３回実施
　（11/6、11/18、1/18）
・中学校支援（５館で対応）
　平鹿中、増田中、北中、明峰中、
山内中の５校実施

・教育指導課と研修内容を検討し、市
立図書館主催による研修を２回、県立
図書館の出前研修を１回実施した。
・昨年度配本を開始した平鹿中・増田
中の支援内容を説明し、配本を開始し
た。

・今年度より、横手市内の小中学校全て
に兼務も含め学校図書館司書が配置され
たことにより、学校図書館司書研修を実
施したことで共通の認識で業務を行い、
司書同士の連携が強化され、児童・生徒
の図書に対する関心を高めるような学校
図書館づくりの支援が出来た。

4

全
図
書
館
共
通

多くの「知る」に応えられる資料収集 Ａ
全館で協力し、出来る限り
偏りのない、広い分野の図
書の収集を目指す

Ｈ26年度、資料収集方
針を見直しＨ27年度4月
1日新方針スタート

通年
選書時には常に収集方針を念
頭に置き、図書館員の日常の話
題となる意識を全員が持つ。

・各館の蔵書状況を調査し、受入れ
計画を作成
・選定会議において分類の予算配
分の目安を作成

・各館の蔵書状況を踏まえた選定を
基に、定期的に選定会議を開催
・選定会議における議論を、その後
の各館の選書に活かすため、職員
会議等での報告や情報共有の実施
・分類毎の受入計画は未作成、各
館の受入れ計画は作成

１０月中　上半期の受入れ状況を基
に、下半期の具体的な購入計画の
作成
・分類ごと予算配分目安の作成
                   ↓
１月上旬　進捗状況を精査し、偏り
のない広い分野の図書収集実現

・重点資料や利用者層により各館ご
とに偏りをなくすことは困難である
が、市立図書館全体として捉え、分
類ごとの割合を最終的に確認した。

・データの確認
・複本の減少
偏りのない選書の心掛け

・市立図書館として、万遍なく所蔵するこ
とで市民の方々のあらゆる要望に応える
事が出来る。
・今後も継続し、精査しながら広い分野の
収集に心掛ける。
・経済・哲学心理・産業等今まで少なかっ
た分野の蔵書が増え非常に良いとの利用
者の声も多い。

5

横
手
図
書
館

図書館貴重資料デジタル化 Ａ
「週刊新聞たいまつ」のデ
ジタル画像による保存事業
の承認

紙の劣化が激しく、閲
覧や複写要請に応える
ことが難しくなりつつあ
る。

年度末まで
全刊データー化し、館内の閲覧
複写には原本を使用しない体制
をとる。

４月中　政策会議へ提出
承認された場合
７月～９月発行者との協議
１月～３月撮影
３月末納品
平成２８年４月デジタルデーターに
よる資料提供開始

６月補正予算化
７月発行者との協議
８月４日委託業者との契約締結
９月撮影開始

１０月中　著作権に関する承諾書作
成
２月中　デジタルデータ納入

・１月デジタルデータ納入
・２月閲覧用タブレット端末納入
・予定通り４月２日公開できる。

・事業を始めるにあたり、著作者との
交渉
・予算化のため財政と協議
・運用のため情報政策と協議
・各関連部署等と連携し実施した。

・国立国会図書館や県立図書館において
も全号が揃っていなかったので、今後研
究者たちには、大変貴重な資料となる。
・市民にとっても戦後から３０年の歩み
や、広告にある当時の商業や、横手にお
ける文芸などを知る事の出来る資料とな
る。
・むの氏関連のＴＶ特集等全国的報道さ
れる機会があり横手市のアピールにも貢
献できた。

教育総務部　図書館課教育総務部　図書館課教育総務部　図書館課教育総務部　図書館課 組織目標管理シート組織目標管理シート組織目標管理シート組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容 目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】


